
教職課程 自己点検・評価による教育内
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-「教育の方法及び技術」と「情報通信技術を活用した教育の理論
及び方法」の取組 –
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東京工芸大学 茂野 賢治

東京工芸大学教職課程
日常の改善の取り組み抜粋例

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は、自己点検・評価の一つとして、文部科学省より要請のありました来年度から教職課程にて取組が求めらている新教科「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」について本学の取組を紹介させていただきます。



教職課程の自己点検・評価と
PDCAサイクルの視点

• カリキュラム・マネジメントの視点
として、PDCAサイクルを取り入れて
いこうとする試みが多く見られる。

カリキュラム・マネジメントとは、各
学校が教育課程（カリキュラム）の編
成、実施、評価、改善を計画的かつ組
織的に進め、教育の質を高めることを
意味する(文部科学省, 2017)。

教職課程の
自己点検・
評価へPDCA
サイクルの
視点を生か
す。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
早速ですが、今回表題にある教育内容と方法を充実させる取り組みの一つとして、教職課程のカリキュラムにおいて教職課程の自己点検・評価に現在、初等中等教育でカリキュラム・マネジメントとして取り入れられていることの多いPDCAのサイクルの視点を取り入れてはどうかと考えたことがきっかけであります。



PDCAその1 (教職課程教育全体を通して)

１年次・・・学習内容の理解
「教育方法・技術論」

２年次・・・学習指導案への適切な
「各教科指導法」指導・評価内容の記述

３年次・・・模擬授業への還元
「教育実習事前指導」

４年次・・・生徒が知識・技能の活
用を図れる授業実践

「教育実習A・B」「教職実践演習(中・高)」

各専門教科の学習内容の十分な理解

学習指導案に指導と評価内容を表すこと

模擬授業において、思考・判断・表現力を
生徒に育成するための発問

知識・技能の指導に偏らない教育実習で
の授業実践

本学の教職課程学生の授業準備・
授業実践における課題の克服

4年間の教職課程教育を通しての
学習指導案作成と授業実践

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、一つのPDCAとして４年間の教職課程を通した学生の授業準備と授業実践における課題の改善を目指しました。右の矢印の説明・・・本学の教職課程学生の課題の一つとして、授業準備と授業実践における幾つかの課題が存在し、それらは４年間の教職課程の中で１年次より関連を持ちながら授業実践である４年次の教育実習につながっております。左の年次の説明・・・改善のためには、１年次から、学生たちが、自身の専門とする教科の学習内容の十分な理解をすること。そのためには知識・技能のみならず、「知っている・知らない」「できる・できない」のみならず各教科における探究的な学習の内容を学生が把握することが大切になると考えています。そこで、１年次の配当科目「教育方法・技術論」の授業から各専門教科の「探究」の部分に学生が焦点を当てられるように、事前課題などの設定を行い同時に、「探究」の部分に情報通信技術を活用することも盛り込みました。詳細は次にご説明します。



PDCAその2 (授業科目「教育方法・技術論」において)

• 本年度2021年度から、2022年度に向け、１年次設定科目「教育方
法・技術論」(教育の方法及び技術)と新設科目「ICT活用論」(情報
通信技術を活用した教育の理論及び方法)の併用したコアカリキュラ
ム、シラバスの作成と授業内容・方法の改善を目指した。

新しい「教育方法・
技術論」

新設
「ICT活用論」

目標：１年次の設定科目「教育の方法と技術」において、「探究
的な学習」の内容の理解と同時に、情報通信技術の活用を目指す。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一つのPDCAサイクルは、来年度２０２２年度の実施を見通した「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を「教育方法及び技術」に組み入れた、2021年本年度、半期の授業の実践からの授業内容とシラバス作成の改善です。本日の発表は時間の都合上、本年度実施した「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を「教育方法及び技術」に組み入れた授業の取り組みの紹介になります。(来年度2022年度、実施予定の新しい「教育方法・技術論」の授業内容の改善とシラバス作成に向けた本学のこれまでの取組の紹介になります。)



「教育方法・技術論」の
授業方法において工夫した点
• 協働学習における情報通信技術活用の授業体験・・・協働学習の学
習形態の一つ「知識構成型ジグソー法」における情報通信技術を活
用した授業を学生が体験する(「探究的な学習」の体験を含む)。

• 反転授業・・・授業内容の確保と学修時間の効率の向上。事前課題
をもとに、学生が授業で発表、議論していく。

• メタ化(遠隔授業)・・・オンライン授業は、その意義を学生に直接
示せる一方で、オンライン授業の課題(説明中心の授業)の克服も視
野に入れる必要がある。遠隔授業において学生たちの行う「授業発
表」の方法と内容にメタ化の必要がある。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
初等中等教育で、必ずしも全員が体験しているとは限らないので、まずは情報通信技術を活用した授業体験を授業回の早い段階で取り入れました。先のC1,C2に対応する形です。次に、反転授業による授業の多くの場面で発表、議論の時間にすることで時間の効率を学生には体感してもらいます。そして、遠隔授業の課題でもある学生の発表が独善的にならないように、学生自身が準備も含めて発表などの際自身の在りようをメタ化、客観化できるように工夫を行いました。



P→D→C→A

各教科

指導法

教育実習

事前指導

教育実習

教職実践演
習

P→D→C→A
(新)教育方
法・技術論

大・小PDCAの関係

3年次 2〜3年次

1年次
4年次



ご清聴ありがと
うございました。

茂野賢治
東京工芸大学 教職課程担当
E-mail: k.shigeno@eng.t-kougei.ac.jp
Tel: 046-242-9573 Fax: 046-242-3000
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